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 新現況報告様式配布 ９月３日

 R9年度予算概算要求（国） 8月30日判明

 予算措置状況（国・県の負担割合）判明 ８月３０日判明

・都道府県小児がん拠点病院について１/2県負担

※国拠点病院に指定の場合、都道府県拠点としての交付は無し

 新現況報告書 各病院⇒県への提出  ９～10月

・病院⇒県への提出締切(９月30日)

 ・令和８年度第１回神奈川県がん対策推進審議会(10月27日) 

   ・県⇒国への推薦締切(10月31日）

 小児がん拠点病院等の指定に関する検討会 12～３月

・国からの指定（3月末）

＜指定に向けたスケジュール＞

小児がん拠点病院等の整備指針の改定について
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２ 県の現状について
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役割 県内医療機関数（全国） 県内医療機関

小児がん拠点病院

・地域における小児がん医療及び支援の中心的な
役割を担う施設

・再発・難治がんに対応
・都道府県小児がん拠点病院及び小児がん連携医
療機関と連携

・ドラッグラグ・ドラッグロスの解消に向け治験
等臨床研究を推進(創薬ができる病院を選抜)

1（15） ・県立こども医療センター

都道府県小児がん拠点
病院※R9より設置

・治療方針を決定し、他施設と連携しながら標準
的治療を提供

・小児がん医療連携体制の構築、人材育成、院内
がん登録の実施及び長期フォローアップ体制の
構築

ー

小児がん連携医療機関
(現小児がん連携病院)

・地域の小児がん診療を行う病院として、小児が
ん拠点病院等と連携し、自施設において適切な
治療を提供

・特定のがん種について、集学的な治療等を提供
する体制を整備し、標準的な治療を提供

・長期フォローアップ又は在宅医療を提供

７(143)

・横浜市立大学附属病院
・東海大学医学部付属病院
・聖マリアンナ医科大学病院
・北里大学病院
・湘南鎌倉総合病院
・伊勢原協同病院
・済生会横浜市南部病院

R8.9.1現在

県内の小児がん拠点病院・連携病院
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聖マリアンナ医科大学病院

北里大学病院

横浜市立大学附属病院

東海大学
医学部付属病院

川崎北部

横 浜

横須賀・三浦

県 央

相模原

県 西

湘南西部

湘南東部

川崎南部

県立こども医療センター

…小児がん拠点病院（１医療機関）
…小児がん連携病院（７医療機関）

R8.9.1現在
神奈川県内の小児がん拠点病院・小児がん連携病院

湘南鎌倉総合病院

済生会横浜市南部病院

伊勢原協同病院
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小児がんの新規罹患者数

平成28年 29年 30年
令和
元年 ２年 ３年 ４年 ５年

H28⇒R5
増加率

神奈川県 161 157 126 159 159 143 137 140 ▲14%

全国 2,144 2,223 2,094 2,117 2,080 1,983 1,835 1,905 ▲12%

東京都 218 257 240 239 196 227 205 238 9%

千葉県 107 96 107 95 106 105 95 107 0%

埼玉県 130 141 133 109 119 98 117 108 ▲17%

大阪府 143 132 127 129 146 147 123 118 ▲18%

愛知県 125 147 142 118 128 107 126 118 ▲6%

北海道 81 73 85 83 70 76 66 66 ▲31%

宮城県 31 27 26 34 30 31 25 27 ▲13%

広島県 55 64 40 43 42 38 46 49 ▲11%

福岡県 86 96 100 107 91 86 73 90 5%
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３ 県の方向性について



３ 県の方向性(論点１)

11

都道府県小児がん拠点病院について

小児がん拠点病院について

⇒こども医療センターが国小児がん拠点病院に申請予定(都道府県小児がん拠点病院にも併せて申請予定)

⇒県はこども医療センター及び横浜市立大学附属病院から現況報告書を受領
 少子化の趨勢と、国の小児がん拠点病院の集約化の方針に従い、こども医療センターのみ推薦の方向で検討し
たい。
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 現行のがん診療連携協議会に「小児・AYA世代部会」として設置する方向で検討中

 上記協議体における、がん患者団体及び地域医療機関(長期フォローアップ・在宅医療を担う)の

参画方法について

都道府県小児がん診療連携協議会の設置について

３ 県の方向性（論点２）

神奈川県地域小児がん医療提供体制協議会参画機関（参考）

医療機関 横浜市立大学附属病院      恩賜財団済生会横浜市南部病院
聖マリアンナ医科大学病院       東海大学医学部付属病院
北里大学病院 神奈川県立がんセンター
神奈川県立こども医療センター  徳洲会湘南鎌倉総合病院
伊勢原協同病院

行政 神奈川県、横浜市、川崎市、相模原市
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小児がん拠点病院の指定状況について（参考）

ブロック 小児がん拠点病院

北海道ブロック 北海道大学病院

東北ブロック 東北大学病院

関東・甲信越ブロック 国立成育医療研究センター
東京都小児総合医療センター
埼玉県立小児医療センター
神奈川県立こども医療センター

東海・北陸ブロック 名古屋大学医学部附属病院
三重大学医学部附属病院
静岡県立こども病院

近畿ブロック 京都府立医科大学附属病院
京都大学医学部附属病院
大阪市立総合医療センター
兵庫県立こども病院

中国・四国ブロック 広島大学病院

九州・沖縄ブロック 九州大学病院

（参考）
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